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体　　験

ひきみ田舎暮らし体験
「ひきみ田舎体験推進協議会」は、地域おこし・加工グループや観光施設など、個別に活動する団体が連携し、地域内外
を結ぶ中間的支援組織として、平成20年３月に誕生しました。
「田舎体験イベント」の実施と、「ボランティア制度」の運用を活動の２本柱に、来訪者に匹見の魅力を感じていただ
き、短期滞在から長期滞在、そして将来的に定住につながっていくことを目指しています。
＜体験イベント＞
益田市匹見町では、「田舎料理体験」や「ものづくり体験」、「収穫体験」、「自然体験」、「歴史文化体験」などを楽しんだ
り、日帰り体験等で田舎の生活を体感いただけます。
　ご希望に応じて、さまざまなプログラムを計画することができます。事前にご相談ください。
＜ボランティア制度＞
少子高齢化が進む匹見町では、集落内の草刈や溝掃除など、共同作業が年々困難になっています。ボランティア制
度では、地域外の方にボランティア会員登録をしていただき、軽度の共同作業を通して、田舎と都市との交流の場
を設けています。現在300名を超える方々にボランティア会員に登録していただいており、匹見の魅力を体感して
いただいています。

問  ひきみ田舎体験推進協議会事務局（益田市匹見地域総務課内）　　  0856-56-0300

市 内 体 験 ・ 見 学 施 設
キャンプ場 歴史資料館・美術館

島根県立万葉公園 島根県芸術文化センター「グラントワ」

みと自然の森

匹見峡レストパーク

益田市立歴史文化交流館れきしーな

ＪＡＣ３ツ星認定のオー
トキャンプ場や広大な芝
生広場、たくさんの遊具の
ある子ども広場などがあ
ります。

 0856-22-2133

 0856-52-2212
（株式会社 エイト）

 0856-56-0341

 0856-31-1860

 0856-23-2635

島根県立石見美術館と島
根県立いわみ芸術劇場の
複合施設。石見地域の芸術
文化の拠点となっていま
す。

山小屋、調理施設を備えた
キャンプ場があります。夏
には清流で釣りや川遊び
も楽しめます。

清流と新緑に囲まれ、ゆっ
くりと過ごすことができ
ます。ケビンやキャンプ場
で宿泊ができます。

中世益田の日本遺産や益
田市の歴史文化等をPRす
るとともに、市民や団体に
交流活動の場を提供しま
す。



30

市 内 民 泊 ・ 体 験 施 設

益田市立宿泊交流センター

しまね田舎ツーリズムの宿　TERA-HOUSE（テラハウス）

柴犬の祖「石号」の里、二川地区では、「自然とと
もに、人とともに生きる　温もりある二川」を
テーマに、旧・二川小学校を活用した宿泊と体験
の受入を行っています。
宿　泊　高校生以下（引率者含）2,310円（税込）
　　　　一般　　　　　　　　2,750円（税込）
　　　　※10人以上でのご利用が基本ですが、

５人以上や長期利用もご相談くださ
い。

体　験　石窯料理、うずめ飯や焼き米などの郷土
料理、いなか道の散歩案内、オリジナル
写真で缶バッジづくり

所在地　益田市美都町宇津川ロ386-3
　　　　  070-4172-5366
　　　　（一般社団法人 ぬくもりの里二川）

山陰のモンサンミシェルとして知られる宮ケ島
衣毘須神社のすぐそば。 小浜海岸の美しさに惹
かれてＩターンしたオーナーが古民家をDIYで
リノベーションした施設です。DIYの相談や体
験、移住の体験談にも対応します。
民　泊　１泊２食（税込）
　　　　大人 9,000円（素泊まりは6,000円）
　　　　中・高生 7,000円　小学生 4,500円
　　　　未就学児 2,500円　乳児無料
　　　　※料理内容等により変動あり。
　　　　※7月～9月は、 冷房費として、 別途

500円頂戴いたします。
体　験　キス釣り体験、 魚介類を用いた料理体

験、漁火を眺めながらBBQ体験、葉ワサ
ビ醤油漬け作り体験、流木アート体験

所在地　益田市小浜町454
　　　　  090-7776-0487（寺西）

体　験

宿泊・体験

民泊・体験
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市 内 民 泊 ・ 体 験 施 設

三四四（みよし）

堀屋

内谷（うつだに）とちの郷

中国山地の山間に位置する、築200年、延べ110坪
の古民家。近くの「三の滝」に代表される西中国山
地国定公園に指定される大自然も満喫できます。
※現在、民泊はしておりません。
体　験　旧割元庄屋「美濃地屋敷」の見学、地域

食材を活かした料理体験、ものづくり
（しめ縄作り：秋）

所在地　益田市匹見町道川イ214
　　　　（国道191号沿い）
　　　　    0856-58-0020（三好）

益田市に近く美都温泉にも近い仙道にＩターン
して20年。交通の便も良く、春は桜から始まり
秋のゆず収穫、その前にいちごがあり、季節に応
じた食材を使って加工。体験の受入を行ってい
ます。
※現在、民泊はしておりません。
体　験　公民館やむらおこし社さんを使って加

工や料理体験、12月のそばうち体験など
所在地　益田市美都町仙道685-7
　　　　    0856-52-3241（堀）

農村体験をしながら、のんびりゆったりした時
間を過ごすことができます。集落で昔から作ら
れている郷土料理体験は人気があります。
※現在、民泊はしておりません。
体　験　わさびの収穫体験、山菜採り、料理体験

（こんにゃく・わさびの醤油漬けなど）、
もちつき

所在地　益田市匹見町石谷ロ561
　　　　    0856-56-0589（村上）

体 験

体 験

体 験



ますだ暮らしを応援する
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市内交通機関のご案内

（益田営業所）
（益田営業所）
（横田営業所）
（益田営業所）

………………
………………
………………
………………
………………
………………
………………
………………
………………
………………

0856-22-1400
0856-22-8181
0856-25-2525
0856-22-1370
090-3378-5786

0856-25-7888
0856-32-1010
0856-22-4316
0120-87-8343
080-2890-1304
0856-25-1605
0856-27-2350
0856-22-8550
0856-25-7990
0856-28-0022

●タクシー
第 一 交 通
益 田 タ ク シ ー
　 〃 　
日 本 交 通
匹 見 タ ク シ ー

●介護タクシー
やまねお出かけ介護タクシー
介 護タクシ ー ひまわり
や じ 介 護 タ ク シ ー
ポイント介 護タクシ ー
ま る 介 護 タ ク シ ー
介 護 タ ク シ ー　 秋 桜
さ ん く ろ ー
介 護タクシー すまいる
あおぞら介 護タクシー
NPO法人益田自立支援センター

………………

（連携のまちづくり推進課）
（益田市美都地域総務課）
（益田市匹見地域総務課）

（ＪＲ西日本お客様センター）

（石見エアサービス）……

0856-24-0080

0856-31-1050  
0856-52-2312
0856-56-0301

0570-00-2486

0856-23-7700

●路線バス
石 見 交 通

●益田市が運営するバス
乗合タクシー 益田地域
　　　　　　  美都地域
過 疎バス（やまびこ）

●JR益田駅

●萩・石見空港

初めての田舎暮らし。田舎で暮らすってどういうこと？田舎暮らしの常識とは？
田舎暮らしを考える前に、まずはこちらの「定住のススメ」をご覧ください。

定住のススメ

①人と出会ったら、気持ちのよいあいさつをしましょう。
地域や集落では、人と人とのつながりがとても大切です。あいさつをすることで、地域の人ともはやく馴染めますし、声を掛け
合うことでお互いを思いやることができます。人と出会ったときには、進んであいさつをしましょう。

②自治会に加入しましょう。
自治会は、地域に住んでいる人たちが自主的な総意に基づいて、地域を快適で住み良くするために任意に結成した住民自治
組織です。自治会は、安心・安全の住み良いまちづくりのための役割を果たしています。また、地域の人々の交流や連帯感を図
るため、敬老会や子ども会、お祭りやスポーツ活動など様々なイベントを実施することもあります。
＜自治会の主な役割＞　（1）地域のコミュニティ活動　（2）地域の環境美化活動　（3）地域の防災・防犯活動
      自治会に加入し、地域も自分も楽しく安心して生活できる環境を整えましょう。

③地域の役割には積極的に取り組みましょう。
地域では、人々が支えあって生活をしています。地域の人数も多くないので、一人一人がとても大切な地域の担い手になりま
す。町の人と一緒に、地域の行事などにも積極的に関わっていきましょう。関わりをもつことで、ますます地域に馴染めることで
しょう。

④地域のルールは守りましょう。
田舎では、地域のみんなが楽しく安心して暮らせるように取り決められた「決まりごと」がある場合があります。「郷に入れば郷
に従え」といわれるように、その地域ならではの過ごし方で生活を楽しんでください。

⑤自動車があれば便利。
益田市には、JR・バス会社・タクシー会社がありますが、生活する上でやはり自家用車があると便利です。地域によっては、同じ
地域内でも大変広いので、役所などへの移動が大変です。また、買い物施設や病院がそろう益田市街地まで、車で約１時間以
上かかる地域もあります。緊急の場合も考えると、一家に一台以上の自動車があると安心でしょう。

〒698-8650   島根県益田市常盤町1番1号
TEL：0856-31-0173

E-mail：teiju@city.masuda.lg.jp

発行日　（第14版）２０24年6月
発行元　益田市役所 連携のまちづくり推進課

ますだ暮らし
パンフレット

なつかしの国

石見

ぐりお
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令和６年度版ますだ暮らし
パンフレット

なつかしの国

石見

いってかえりとは、石見地方の方言で、「いってらっしゃい」のこと。「いつでも帰っておいで」という家人の気持ちが込められた温かい言葉です。ちなみに「いってきます」は、「いってかえります」といいます。どちらも、思いやりと安心感に包まれた心に沁みる言葉です。


